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の
関
与
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
自

血
球
が
組
織
に
遊
走
す

る
た
め
の
ス
テ
ッ
プ
は

血
管
内
皮
細
胞
と
自
血

球
表
面
に
発
現
す
る
接

着
分
子
の
相
互
作
用
に

よ
っ
て
生
じ
て
い
る
が
、

わ
れ
わ
れ
の
研
究
グ
ル

ー
プ
は
そ
の
接
着
分
子

の
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つ
で
あ
る
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に
着
目
し
て
、
そ
の
糖
尿
病
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貸
れ輌
れ

棚
同薄
い掛

北
　
と
呼
ば
れ
る
酵
素
の
機

能
も
有
し
て
お
り
、
過

酸
化
水
素
や
メ
チ
ル
グ
リ

オ
キ
サ
ー
ル
と
い

っ
た
酸

く
関
与
し
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
く
＞

可
出

に
は
細
胞
膜
で
自
血

球
接
着
分
子
と
し
て
機
能
す

る
膜
型

く
＞
『
占

と
、
膜

型

く
＞
『
占

が
切
断
さ
れ

る
こ
と
で
生
じ
る
可
溶
型

く
＞
可
占

と
が
あ
り
、
可

溶
型
く
＞
『
占

は
血
中
な

ど
に
存
在
し
て
主
に
酵
素
∽

∽
＞
○
と
し
て
機
能
し
て

い
る
と
さ
れ
る
。

ま
ず
、
ヒ
ト
お
よ
び
動
物

の
正
常
膵
組
織
を
用
い
て

膜
と
同
様
に
血
管
内
皮
細
胞

に
存
在
し
て
い
た
。
過
去
の

報
告
で
は
、
線
維
性
血
管
組

織
内
に
自
血
球
、
特
に
Ｔ
リ

ン
パ
球
浸
潤
が
多
い
ほ
ど
血

管
新
生
と
組
織
収
縮
が
重
篤

化
し
、
臨
床
的
に
も
予
後
不

良
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

線
維
性
血
管
組
織
に
お
け
る

自
血
球
は
炎
症
性
の
反
応
を

惹
起
す
る
の
み
な
ら
ず
、
本

疾
患
に
お
け

る
病
態
責
任

分
子
で
あ

る
ぐ
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感
染
予
防
開
発

へ
期
待

扶

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
吸
着
す
る
腸
内
細
菌
を
、
北
大
工
学
研
究
院
の
佐
野
大
輔
准
教

授
グ
ル
ー
プ
が
世
界
で
初
め
て
同
定
し
た
。
下
水
処
理
技
術
や
創
薬

へ
の
応
用
に
よ

り
、
感
染
防
止
策
の
開
発
が
期
待
さ
れ
る
。
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同
定
し
た
腸
内
細
菌
。
細
胞
外
物
質
に
大
量
の

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
粒
子
が
結
合
し
て
い
る

と
い
っ
た
水
系
感
染
が
あ
る

中
、
感
染
拡
大
を
防
ぐ
手
法

を
模
索
。

▽
小
腸
上
皮
細
胞
表
面
上

の
血
液
型
決
定
抗
原

（Ｈ
Ｂ

Ｇ
Ａ
＝
ヒ
ト
の
血
液
型
を
決

定
す
る
多
糖
）
が
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
の
細
胞
レ
セ
プ
タ
ー
と

し
て
機
能
▽
あ
る
種
の
腸
内

細
菌
が
Ｈ
Ｂ
Ｇ
Ａ
様
物
質
を

表
面
上
に
有
す
る
―
‐
こ
と

か
ら
、
Ｈ
Ｂ
Ｇ
Ａ
を
介
し
て

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
吸
着
す
る

腸
内
細
菌
が
存
在
す
る
と
仮

説
を
立
て
た
。

・

健
常
者

一
人
の
糞
便
か

ら
、
Ｈ
Ｂ
Ｇ
Ａ
様
物
質
を
持

つ
腸
内
細
菌
株
を
二
十
種
類

ほ
ど
分
離
。
Ｈ
Ｂ
Ｇ
Ａ
様
物

質
発
現
部
位
の
特
定
、
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
と
の
吸
着
特
性
な

ど
を
評
価
し
た
結
果
、
仮
説

に
該
当
す
る

一
つ
の
腸
内
細

菌
を
特
定
し
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と
命
名
し
た
。
こ
の
腸
内
細

菌
の
細
胞
外
物
質
に
は
Ａ
型

様
抗
原
が
多
量
に
存
在
し
て

お
り
、
そ
こ
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
が
特
異
的
に
吸
着
し
て
い

た
と
い
う
。

こ
の
仕
組
み
を
活
用
す
る

と
、
大
量
に
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

を
含
む
下
水
に
腸
内
細
菌
を

加
え
て
吸
着
さ
せ
れ
ば
、
膜

ろ
過
で
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
を
こ

し
取
っ
て
除
去
が
可
能
と
な

る
。
原
理
を
応
用
し
て
予
防

薬
を
開
発
で
き
れ
ば
、
ノ
ロ

ウ
イ
ル
ス
が
小
腸
に
吸
収
さ

野
准 水
教 処
授 理
は 二正
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(工 )佐野准教授ら
値
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
酸
化

ス
ト
レ
ス
マ
ー
カ
ー
で
あ
る

ヘ
キ
サ
ノ
イ
ル
リ
ジ
ン
と
の

関
連
を
調
べ
る
と
、
硝
子
体

中

の
可
溶
型

く
＞
「
占

濃

度
は
同
マ
ー
カ
ー
と
正
の
相

関
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
糖

尿
病
網
膜
症
患
者
の
血
清
中

に
お
い
て
も
可
溶
型

く
＞

「
占

濃
度
は
非
糖
尿
病
網

膜
症
患
者
の
そ
れ
と
比
べ
て

有
意
に
増
加
し
て
い
た
。
酸

化
ス
ト
レ
ス
は
、
糖
尿
病
に

お
い
て
周
皮
細
胞
や
血
管
内

れ
ず
胃
腸
炎
の
発
症
を
抑
え

ら
れ
る
と
い
う
。

佐
野
准
教
授
は
、
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
経
路
が
完
全

に
解
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
経

口
摂
取
し
て
も
発
症
し
な
い

人
が
い
る
こ
と
か
ら
、
「特

定

の
腸
内
細
菌
が
発
症
に

関
与
し
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
」
と
指
摘
。
糞
便
か
ら
分

離
で
き
な
い
腸
内
細
菌
は
多

数
あ
リ
ハ
同
様
の
働
き
を
持

つ
腸
内
細
菌
が
他
に
も
存
在

す
る
と
み
ら
れ
る
た
め
、
さ

ら
に
研
究
を
進
め
て
い
く
考

え
だ
。

鈴
木
章
氏
が
特
別
講
演

北
大
で
来
月
２
ロ

第
十
回
北
大
若
手
研
究
一

交
流
会
特
別
記
念
講
演
が
・

月
二
日
午
後
四
時
か
ら
（
¨

大
学
術
交
流
会
館
で
開
か
ヽ

る
。

札医大札
医
大
が
公
表
し
た

二

十
四
年
度
医
師
派
遣
実
績

に
よ
る
と
、
継
続
、
新
規
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